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■プログラム概要 

公開授業と授業アンケートは、日本において最も一般的な授業改善活動の一つだと言えます。 

一方で、それだけに形式的な実施に陥っているという声も聞きます。「やりっ放し」にせず、授業公開や

授業アンケートを効果的なものにするには、それらをどのように実施したらよいのでしょうか。またその

結果をどのように活用したらよいのでしょうか。 

本プログラムでは、国内外の様々な事例を紹介しながら、公開授業と授業アンケートの効果的

な実施方法、活用方法を以下の項目で説明します。 

1. 私が公開授業を推奨しない理由 

2. 行動変容につながる公開授業と授業検討会の鉄則 

3. たかが授業アンケート、されど授業アンケート 

4. やりっ放しにならない授業アンケート活用方法 

参加者は、自らの職場において公開授業や授業アンケートを見直すヒントを持ちかえることが

できます。 

 

 

■本プログラムの到達目標 

1. 効果的な公開授業と授業検討会の進め方を説明できる。 

2. 授業アンケートの特性を説明できる。 

3. 授業アンケートの効果的な活用方法を説明できる。 
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公開授業と授業アンケートの効果的な活用方法 


